
災害時・非常時の対応 

2011年3月11日の東日本大震災では、その後に発生した巨大津波により、広い範囲で甚大な被害が発生
し、多くの人命が失われました。 
日本では、今後もまだ大きな地震の発生が予測されていますが、災害はいつ発生するか誰も予告する
ことは出来ません。皆さんが在学中に発生するかもしれませんし、卒業後、職場にいるときに発生す
るかもしれません。日頃から非常時の備えをしておくよう心がけてください。 

●災害発生時の心得 
１.地震発生の場合 
1. 授業中の場合は、教職員、講師の指示に基づき、机の下等に身を寄せ、落下物から身を守ると

ともに使用中の火気器具などの始末をおこない、出入り口を確保する。 
2. 休憩中の場合は、その場所で身を伏せ、校内放送による指示を待つ。 
3. 校舎外への避難開始は、周囲の状況にもよるが原則として、教職員からの指示に従い、勝手な

行動は行わない。　　　　　　　　　　　　　　　 
4. 通常対策として窓の周囲には物は置かない。 
5. 第1次避難場所：西葛西小学校(右図) 
6. 学校外で震度5以上の地震が発生した場合は、 

「安否確認システム」によって安否を確認する。 
全員必ず登録をして、安否確認メールが届いたら 
返信をする。（年2回程度テスト送信があります） 

【登録方法】 
　　「安否確認システム登録用パンフレット」を参照して 
　　登録して下さい。 

２.火災発生の場合 
1. 使用中の教室で火災が発生した場合は、電気器具等の使用はすぐ中止する。 
2. 火災を発見したら、すぐ近くの火災報知機のベルを押す。 
3. 避難は非常放送及び教職員の指示に従って落ち着いて行動する。 
4. 火災発生の場合は、すみやかに屋内、屋外の各非常階段から避難する。 
5. 火災発生時は、エレベーターは絶対に使用しない。 

●防災（避難）訓練・防災知識 
本校では毎年、防災（避難）訓練を実施しています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



訓練の機会を通して防災意識を高め、将来仕事に就いた際には、プロとして人命を守る立場になること
を意識してください。判断力や体力のある皆さんは、災害時に地域防災に貢献することもできます。 
卒業後の職場でもリーダーとして活躍ができるようAEDの使用方法を身につける、防災士資格を取得
するなど、より専門的な知識や技術を学ぶことにぜひチャレンジしてください。 
・ 消火器の使い方を知っていますか？ 
・ 消火栓の扱い方を知っていますか？ 
・ 火災による煙を避けた避難方法を知っていますか？ 
・ AEDの使い方を知っていますか？ 
・ 止血の方法を知っていますか？ 
・ 骨折時の応急処置方法を知っていますか？ 


